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1. はじめに

　図 1に示す通り，電池といわれるものには多種あるが，
蓄えている化学エネルギを電気エネルギに変換する装置を
化学電池と言う 1)。この中には，乾電池のように一度使用
したら寿命となるものや，充電することによって繰り返し
使用できる電池がある。これらをそれぞれ一次電池，二次
電池と呼ぶ。また，水素やメタンなどの燃料の持つエネル
ギを電気エネルギに換える燃料電池も化学電池であるが，
蓄電ではなく，むしろ発電機ということができる。太陽電

池も電池と呼ばれるが，太陽などの光エネルギを電気エネ
ルギに換える物理電池である。
　すでにその誕生から 20年以上がたち，携帯電話・スマー
トフォン・タブレット，またノートパソコンなどの情報端
末の電源から，電気自動車やハイブリット自動車などにも
採用されているのが，小型・軽量で充電することにより繰
り返し使用することができるリチウムイオン電池である。
表 1に各種二次電池の比較を示す 2)。現行電池の中では，
リチウムイオン電池は，高コストではあるが最もエネルギ
密度に優れ，今後さらなる発展が期待されている。
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図 1.　電池の種類


